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・山岸：序文、第 1 章、第 2 章、第 5 章、結び 























	 本授業は、必修科目としてクラス単位で開講されている。筆者は本授業を平成 27 年度




両方を通して 1 クラス担当している。 









（1）読譜力育成のための教材「コールューブンゲン」第 1 巻について 
	 限られた授業時間内では全曲を取り扱うことができず、取り扱う楽曲を効果的に選択し























































受講者数は次の通りである。平成 28 年度 A クラス（以下同様）：23 名、B：17 名、C：
11 名、D：29 名、E：11 名、F：8 名、総数 99 名。平成 29 年度 C：4 名、D：2 名、E：
14 名、F：14 名、総数 34 名。 
	 本授業の内容とそれぞれの指導の留意点は以下の通りである。	 
（1）発声練習、及び基礎練習 





















は異なるが、取り扱う曲数は通年で 200 曲に及んだ。 




























































 	 後期の歌唱指導演習に向けて前期では下記の項目を取り入れた。 
輪唱  
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